
＜日本史探究⑱＞奈良時代€）教科書：P.41~P.42/P．炉四
国民衆の生活様式
①生活では竪穴住居I改立て (1. )が西日本ヵB次第に普

及した。家族のあり方は今恥違＼結婚はまず男性が女性の箋遺うと心

(2. )が一般的で、這碍 1畔隣のままで、各々自分の財産をもよ嗚

|(l)8c頃、西日本ガら普及してし＼った平地式‘の住居 1本? ( )| 

回土地制度①
①應民は祖漏調ゃ肇複なとの課役の釦韮の力釈ようと、口分田を捨て、戸
竃道鐸されている土地さ蘊れで他所にの力沢る (3. )したり、行先不

日貶庸·調を納めない（“. ）するようにな亭。

(I) 生活の苦しい農民が、口分由を捨て、戸藉に塗録されでいるエ地在離れ
て他所にの和る行為を何という？ ( ) 

叫浣不明で調庸を納めないことを何という？ ( ) 

®琴僧侶には課税さ悶如‘ったので、国家疇疇ぐ籠［出家］するとい
う（5'. )もあらわれた．政府は、 7お芋本藉地を離れた浮浪人を
現住所で澄録して調庸を課すことにした。

®723年に三世一身法が出された（⑯回）があまリ効果が土がらず、また、せっ

訳胴墾された田も収公［土地の没収］の時期が並づくと再び荒廃すること

が今力‘奉。そこで政府は、（6. 洋、<7. >政権は閉墾した土地

の私有を永欠に契める (8. )さ出した。

(l)743年扉墾した田地の私有を永欠に言租める歿去令を出以。これを何
と＼＼う力‘?叫）を出し年ときの政権は？ ( ( } 
®麟し墾田は租を納虚 (9. )で、（10. )による面積制雨が
姦た。これと同年には (Il. )が出された充墾田私有を認め

る一方で、醤族寺社に大仏造立専薬への協力を求めたことがわ謬。



回土地制度®
( (8. ）を契機として粛族ゃ大寺社は地方豪族と

結んで各地で大規模な胴墾をすすめた。間墾ゃ藉作には、 (12. )や

(13 )の協力のもとに付近の農民ゃ本藉地を離厄き訊3. )人

が使われt：：：。このような墾田を{W: )という。

(1)墾田永年私財法の発令後、詈族・寺社な四の大雉模な胴墾による私
有地が成立し始めた力ゞこれを何という？ ) 

®I午は、農民に貸し与えて (I~. )をと~(16. )(/)方式で経営された。

1保の例として、 (I7. )が国司ゃ郡司の廿切1のもとに開発を行浚
｛にち窒と

(l8. )国道平荘がむ5。

®こうした政廻ま結果として、律令国家の基礎元ある公地公民制がくずれ弓

き辻‘けとな慕。 76控恥 <l9. >政罹のとき（勾． ）以外の新規
カ‘ シん

胴墾を禁止する如墾禁止令を出した。 19が失賦すると『72年にこれは搬
廃されたが：このとき位階による蘭墾制限も廃止された。

(()765年に出され旬加墾徳止令は、 1冦捺ぐ新規の胴墾を禁止した
カ‘? ()  

(2) (I)が出されたときの政権の担当者は？ ( ) 

囚遣唐使
① 66q年以降途絶えていた遣唐使の派遣を 70.2年に再胴し、その後は虚

知年に一度派遣され怠。このときの選唐使 I←く2（・ ＞＜四 >
らで知ときは約000人もの人々ヵ竺 4耐船に茉で渡海したので
r.23. ..Iとも呼ばれた。

®8本は中国皇帝ヵゞ周辺諸国の君主に対し、官職・称号な曰豆ボナ国王に

に任祐5 （2/f. ) It受けな力‘慕改｀：実曾的には唐に臣従する朝言で

ぁった。

(l)中国の皇帝が周辺諸国の君主I改韮毅・称号などをさずけ国王に任
命することを？ ( 



⑨驚唐使に聴行した留学生の<:is. >ゃ学問僧で認
<.26. >らは、唐ヵ‘ら為くの書物や知識を伝えた。寺た同じ．＜留学生

で花ったく27 >lぉ唐の要藁皇帝に重用され唐で浚した。

(I) 717年、選唐留学生•学問僧として遣唐使に歴行した人物は？
留学生：( ) 僧：（ ) 

切(I)らを重用した人物（ょ？（⑰の復習） ( ) 

®一方 (28. )とも国交をもったが日本が卜~------
-_J:__1 

イ曇位に立とうとしでゴため横條が悪化した。このため
遣唐吏船は、 8c力‘ら宅全な(29.. )をとら
ず肴曇蕗、のちには危険な (30. )をとって
渡海するようになった。

琴、 7c末に中国東北部に起こ菜 (31. )は、唐・ 28との対掠胴係
ヵB 町7年に日本に使蔀を濶農して、友好的に通好した。都の遥庫飯ゃ
哉前(!)(32. )、能登の (33 )に滞在し厚遇された。

(l)遣唐使ヵ、、初期にと某航路は？ ( ) 

(2) E>c以降ガらとられた遣唐使の危険な航距泊：？ ( ) 
(3) (2)の航路を取らざるをえなくな来のは、とこの固と関係が懃ヒした
ガらか？ ( ) 

(4-)7c末に中国東北部におこり、守7年班ぅ日本と国交があった国は？
() 



回鯰・九ll中（地方の支配
ば‘んこく

①律令国家は、新羅ゃ渤海を蓄国［未開で野蛮な国］と位置づけたほガ、
国内では吏北地方に住む人々を（衿． ）九州南即の人々を（蕊 ) 

と呼び輿民族と社なされ、征正言寸の対象とさ打た。

ll)屯た政府の支配に従わな＼凍北地方の人々のことを？ ( 
(2)荼即時代に、加III南部に住む政は何と呼Iざ打ていた？ ( 

@<36. >天皇の 64-7年越後国に (37 )ヵゞ

翌年にI~(38. )疇tられ、＜39. >天皇の 41 お
細‘には、く40. >が日本海沿いに秋田珀可で＼ご虹乙嗜
方の 3知き服属させた。

(I) 7c半ば贋装夷の人々に対して2つの前進甚地があ古‘
れおが：このときの天皇は？ ( 

®8cになると、洸に対する支配は店そう進んだ。 8本海側では、 708年に語
け咲羹 (4{. )を中心に、 7I2年には（位 ）が設置された。

さらに 733年には4-l を北方に移して(4-3. )が海ヵ‘れた。

(I) 712年（和鉤ち）年 8本海側に設置された国はど：：：カ‘? ( ) 

④琴太平洋個1では、 72店に鍔賽霰らによで（他 ）噸和、
行政・軍毒支配疇点として（佑． ）と（％ ）が紐＇れた。
防群踪地ガら最古級のひらがなが書ヵ‘れた (47. )が発兒された。

(l) 7述年に、大野東人によって設置された城柚9戸 ( ) 
(2)(1)に置かれた翠知嘩連北経営の拠点を2つ答えよう。

().  ()  

®一方倖沈l)蜘 3ぢは天武•特続天皇の頃には服属し、Be初めには

（伶． ）、次いで（伶 ）がお力れた。 720年には＜切 > 
が中心になってや(/)3恥逸E討された。南西諸鳥の屋欠息種鵡這民した。

--, 
(l)72頃、大伴旅人が中心になって征討したのはと•この国の隼人？（ ) 
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